





A Study of Play in Preschool children's Play.









































































































発生数 発生数 発生数 発生数月





















































































































一Xw 223．33 262．50 154．00
男児 S 233．21 180．61 99．12
n 36（8040） 16（4200） 5（770）
3歳児
一Xw 109．47 153．33 172．50
女児 S 100．39 109．42 34．19
n 19（2080） 12（1840） 4（690）
一Xw 208．00 418．46 40．00
男児 S 195．04 713．97 17．89
n 25（5200） 13（5440） 5（200）
4歳児
一Xw 442．14 265．00 142．00
女児 S 297．95 259．28 101．86











































氏名 男児 全児 氏名 女児 全児 氏名 男児 全児 氏名 女児 全児
1 A男 15．79 9．78 C子 11．43 4．35 1 S男 9．30 5．71 A子 0．00 0．00
2 B男 21．05 13．04 D子 5．71 2．17 2 K男 4．65 2．86 0子 lLll 4．20
3 F男 5．26 3．26 E子 11．43 4．35 3 M男 4．65 2．86 1子 0．00 0．00
4 G男 15．79 9．78 F子 8．57 3．26 4 L男 0．00 0．00 N子 11．1ユ 4．29
5 0男 3．51 2．17 J子 0．00 0．00 5 u男 2．33 1．43 M子 3．70 1．43
6 P男 12．28 7．61 L子 5．71 2．17 6 Y男 13．95 8．57 Z子 7．41 2．86
7 Q男 3．51 2．17 Q子 14．29 5．43 7 E男 0．00 0．00 YH子 3．70 1．43
8 V男 15．79 9．78 R子 25．71 9．78 8 H男 0．00 0．00 YM子 3．70 1．43
9 X男 7．02 4．35 V子 17ユ4 6．52 9 T男 4．65 2．86 T子 3．70 1．43
10 J男 6．98 4．29 G子 7．41 2．86
11 W男 11．63 7．14 H子 O．OO 0．00
12 C男 2．33 1．43 K子 33．33 12．86








14 1男 4．65 2．86 P子 14．81 57．14
15 R男 2．33 1．43 B子 0．00 0．00
16 Z男 0．00 0．00 S子 0．00 0．00





















































































































































1 H 皿 通年
齢
粘 3　歳 0．978＊＊ 0．950＊ 1，000 0．980＊＊
土
（12） （4） （2） （18）
と遊 4　歳 0，990 な　し な　し 0．990（＊）
手び （3） （0） （0） （3）
紙 3　歳 0．802＊＊ 0，320 0．980＊ 0．800＊＊
と
（17） （8） （4） （29）
構遊 4　歳 0．56 0．900＊＊ 一〇．470 0．840＊＊
成び （23） （16） （6） （45）
紙 3　歳 0．435（＊） 0，579 一〇．480 0．450＊
と
（17） （8） （4） （29）
描記 4　歳 0，250 0，350 0．920＊＊ 0．330＊
帯び （23） （16） （6） （45）
紙 3　歳 0，000 0，000 0，000 0，000
と
（17） （8） （4） （29）
読認 4　歳 な　し 0，370 な　し 0．360＊













1 膚H 皿 通　年
傍観と注視
3歳児
S歳児
0．739＊＊
@（40）
O．520＊＊
@（31）
0．853＊＊
@（23）
O．899＊＊
@（15）
0，456
@（8）
O．943＊＊
@（9）
0。696＊＊
@（71）
O．649＊＊
@（55）
ぶ動らとぶ、、ら淳良視
3歳児
S歳児
0，354
@（14）
O．923＊＊
@（9）
0，661
@（6）
O．902＊
@（6）
0，000
@（1）
O．982＊
@（4）
0，301
@（21）
O．885＊＊
@（19）
傍観と注視との相関は，3歳3学期を除いて両年一群において有意な相関がみられた。
また，ぶらぶら行動と注視の相関については，4歳児ではすべての学期および通年に有意
な相関がみられた。3歳児と4歳児とのぶらぶら行動とは異なることが明らかにされた。
考 察
　幼児のひとり遊びに関して3歳児と4歳児の遊び行動を1年間にわたって観察し，その
発生数・継続時間・遊び行動のカテゴリー分析の観点から検討した。
　Rooper　and　Hinde（1978）は，ひとり遊びに関して縦断的研究法の重要性を指摘して
回る。本研究では，3歳と4歳の異なる年齢集団を対象に1年間継続的にひとり遊びの変
化を観察し，3歳と4歳のひとり遊びの差異を明らかにすることを意図してきた。
　表1および表2から，年齢の上昇にともないひとり遊びの発生数は減少していることが
わかる。しかし，そのひとり遊びの継続時間は年齢の上昇にともない長くなっていること
が明らかにされた。ひとり遊びは，Partenらのいうような幼児にみられる未熟な遊び形
態ではなく，年齢が高くなっても幼児が行う遊び形態であることが明らかにされた。さら
に3歳児においては，ひとり遊びを1人の女児を除いてみんなひとり遊びをしたのに比較
して，4歳児においてはユ年間を通じて全くひとり遊びをしなかった子どもと，ひとり遊
びをした子どもが存在することが明らかにされた。この事実は，Moore　et　al．（1974）
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やRubin　et　al．（1976）によって示唆されたひとりで遊ぶか集団で遊ぶかは，発達的な
差異ではなく子ども自身による選択の問題であるということと一致する。
　カテゴリー分析において，ままごとセットでは性と年齢に有意差が明らかにされた。両
年齢群において1学期では男児の方が僅かにままごと遊びを多くするが学期が進むに連れ
て女児の方が増加している。また乗り物は，両年齢群とも男児の方が多くこの遊びをして
いる。ひとり遊びにも性差の見られることが明らかにされた。
　素材と遊び行動の関係を種々の素材と遊びの種類について相関を取って検討すると，粘
土と手遊びに関して顕著な差が明らかにされた。即ち，3歳児においては粘土を使用した
手遊びが各学期を通して有意な相関となって観察されたが，4歳児ではこの関係について
は全く有意な相関は得られなかった。同一の素材を使用しても，年齢により遊び行動の質
的な変化があることが明かにされた。
　さらに，紙と読書・認知との相関については，4歳児にのみ有意な相関が得られた。こ
の読書・認知のカテゴリーは，絵本を見る／読む，文字を書く／読む，迷路を作る／たど
るの行動を指す。4歳児のひとり遊びには，認知能力との関連のあることが示唆された。
　視線と遊び行動の関係について，飯島は（1989），子どもが新しい場面に入ってその場
面に適応する準備行動として「ぶらぶら歩き」・「傍観」をすること，つまりこのような
行動が探索の機能を果していることを明らかにしている。本研究においても，4歳児は注
視をしながら「ぶらぶら歩き」をするが，3歳児はただ「ぶらぶら歩き」をすることが明
らかにされた。4歳児のひとり遊び中に見られる「ぶらぶら歩き」は探索機能をもつが，
3歳児の「ぶらぶら歩き」は4歳児のそれとは異ることが明らかである。
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